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2008 年 11 月 夏期日本語教育講師募集開始 
 12 月 受講生募集開始 
2009 年 2 月 講師依頼開始 
 3 月 受講生願書締切 選考開始   
 4 月 ラボ助手、教務助手、文化プログラム助手の募集 
  受講生への合格通知の発送 
 5 月 セクション数、講師のコース担当（仮）を決定 
  会話ボランティア募集開始 
 6 月 講師に担当コースを連絡、使用教科書の送付 
  学生サービスグループと打ち合わせ 
  総合学習センターと打ち合わせ 
  図書館と打ち合わせ  
 6 月 ホストファミリー説明会（アラムナイハウスにて） 
  ラボ助手オリエンテーション（図書館） 
  プレースメントテスト準備（JLP とともに） 
 7 月 講師室・教材作成室設営（ラボ助手、教務助手、ILC） 
  PT 受験室設営 
 
b. 夏期日本語教育期間中のスケジュール 
2009 年 7 月 3 日（金） ヘッド会議 
  全体講師会 
 6 日（月） PT 実施 
  歓迎会（大学食堂にて） 
  レベル判定会議 
 7 日（火） PT 結果発表 
  授業開始 
  凡人社テキスト販売（本館 2 階中央ラウンジにて） 
 8 日（水） 全体講師会（以後、毎週水曜日に行った。） 
 10 日（金） コース変更最終日 
  講師懇親会（アラムナイハウスにて） 
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 8 月 15 日（金） コース最終日、歓送会（高校食堂において） 
  
c. 夏期日本語教育後のスケジュール 
2009 年 8 月 31 日 コース報告書提出締切 
 8 月 26 日 受講生に修了証の発送 
 10 月 1 日 2009 年度夏期日本語教育報告会・反省会 




  授業時間は以下のとおりである。大学正規コース同様 1 コマを 70 分とし週 5 日 1 日 3 コマ、合
計で 6 週間 90 コマ（105 時間）の授業を行った1。昨年度よりも授業日数が１日少ないため、今年
はレッスンテストを金曜日に実施するという制約を課さなかった。 
  
1 限 8:40-9:50 
2 限 10:10-11:20 
3 限 11:30-12:40 




レベル セクション 責任講師 講師 学生数 
C1（初級 1） A 貴志佳子 小島祐子 11 
 B 岩下芙美  10 
C2（初級 2）  津田麻美 開めぐみ 10 
C3（初級 3）  保坂明香 金ヶ江洋子 15 
C4（中級 1） A 河原由祐子 佐々木真実 17 
 B 下谷麻記 黒河和恵 16 
C5（中級 2）  西脇英美 松本和子 11 
C6（中級 3）  萩原章子 小林真紀子 7 
C7（上級）  目黒秋子 BEECKEN 真佐子 6 
7 コース 17 名 100 名 
 
c. 使用教材 
主教材として、初級（C1-C3）は『ICU の日本語』、C4 は『日本語中級 J301』、C5 と C6 では『日
本語中級 C501』、C７ではコピー教材と『どんな時にどう使う日本語表現文法 500』、C8 ではコピ
                                                        
1PT の時間も含む。昨年度より１日３コマ（３時間半）授業時間が少ないことになる。 
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2009 年度の応募者数は一般応募 120 名（内、46 名が参加）、プログラム学生 77 名合計 197 名、
年齢層は 18 歳から 50 歳の幅があったが中心は大学生である。プログラム学生の内訳はカリフォ
ルニア大学 26 名（内、夏期日本語教育受講後に ICU に残った者は 16 名）、ペンシルベニア大学
1 名、ポモナ大学 6 名の交換留学生とロータリー財団の平和研究奨学生（大学院修士課程）8 名
であった。一般応募学生のうち 16 名はトロント大学からの特別枠の学生で、そのうちの 8 名が
合格となった。ICU の春学期から継続して夏期日本語教育を履修した学生は今年はおらず、夏期
日本語教育受講後に ICU の 4 年本科生として 9 月入学した学生もいなかった。125 名の合格者の
うち、25 名が辞退した。他にカリフォルニア大学東京スタディセンターのセンター長の家族１
名が履修したので、最終的な受講生数は 100 名となった。このうち欠席が 1/3 を超えた 2 名、成
績不良の 2 名以外は全員コースを無事終了した。 
 
4. 助手 
















                                                        




















































個人コンピュータ用 LAN ポート 7、ケーブル 9 総合学習センター 
教室使用及び講師用ラップトップ 14 台(全て PC)及び
保管用キャビネット 
総合学習センター 
ビデオカメラ 3 台 総合学習センターからラボ助手が移動 
プリンター1 台 総合学習センター 
コピー機 1 台 リース 
ビデオデッキ・DVD デッキとモニター2 セット 総合学習センター 
CD ラジカセ 4 台 JLP からラボ助手が移動 
フロッピー・ディスク・ドライブ 3 総合学習センターからラボ助手が移動 
テープレコーダー2 JLP からラボ助手が移動 
MD6 台 JLP からラボ助手が移動 
IC レコーダー4 台 JLP からラボ助手が移動 
小型マイク 4 個 JLP からラボ助手が移動 
ヘッドセット 2 個 JLP からラボ助手が移動 
ビデオ教材キャビネット JLP から移動 
オーディオ教材キャビネット JLP から移動 
作業用机・ラボ助手用机（長机 6） 他教室より管財グループが移動 



















d. 自習および IT 環境 
今年度は受講生によるコンピュータの利用はオスマー図書館の 2 階スタディーエリアに限り、







 教材作成室の機材については、教室使用のラップトップと 8 ミリビデオカメラはラボ助手が管
理し、そのほかの機材および教材は講師が各自で借り出した。 
OHP および OHC は ILC の担当スタッフ小島氏（H-169）に依頼した。 
 
7. 会話ボランティア 












































で 1-2 日を準備・練習と機器の動作チェックができる時間として確保すべきだと思われる。 
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